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である (図 1-b))｡しかし,この反力 6Iの作用が,有効深さ α,幅 dにわたって一様に作用する等価
な単位長さあたりの反力p(x)で置換できると仮定すれば,鋼棒の直径 dにわたって平均的に作用する
見掛けの面圧応力は こ









y (a,卿平面 y (b,嫡 図 2 接を具を弾性梁,面圧を受ける木








鋼棒直下で面圧応力を受けている木材の面圧応力 6aと面庄ひずみ Eaの関係を図2-b)に示す 3要素
力学モデルで近似する｡
木材の面圧応力 6aと面庄ひずみ eaの関係は,式 (3)で表現できる｡








式 (1),(2)を式 (3)に代入すると,梁が受ける単位長さあたりの反力p(x,i)とたわみ U(x,i)の関
係を表す微分方程式は式 (4)で表される｡
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ただし,En12-Eal+Ea,2
-万,単位長さあたりp(x,i)なる力を受ける梁のたわみ U(x,i)に関する微分方程式は ;
一針 EI'{讐 許巨 p'x,i)-0
ここで,(EI)Tは接合具 (弾僅梁)の曲げ剛性である｡
二つの微分方程式 (4), (6) より,分布荷重 p(x,i)を消去 し,接合具の曲げ剛性は軸方向に一定で
あると仮定すると,以下の時間依存型たわみ U(x,i)に関する基礎偏微分方程式が得られる｡
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